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倉J刊にあたつて

この度、日本建築美術工芸協会の会報が

発刊されます。この協会は、建築家や、美

術家、工芸家か協力して、わか国が世界の

文化大国となるため頑張ろうということで

はじまつたものなのです。先日、東京サレ

ジオ学園が、村野藤吾先生と吉田五十八先

生を記念する村野賞、吉田賞を夫々受賞さ

れました。これはほんとに機宜に適した受

賞であつたと私自身も大変うれしく思つて

います。

としヽうのは、この建築が建築主のみなら

吉田五十八賞とは

村 松 貞次郎

建築と建築関連美術の近来類い希な成果

として東京サレジオ学園の総合作品が、第

14回の吉田五十八賞を受賞された。「会報J

創刊に花を添えることになつたのは、同賞

の選考委員の一人として嬉しい限りである。

吉田五十八賞は、昭和49年 に亡くなられ

た建築家・吉田五十八先生の遺志に基いて

設立された「吉田五十八記念芸術振興財団J

(理事長 渡辺忠雄)が、昭和51年から授賞
してきた建築および建築関連美術の表彰制

声 原 義 信
(社団法人 日本建築美術工芸協会々長 )

ず多くの関連芸術家の努力でできあがつて

いるということです。先般アメリカから来

た友人の建築家が、アメリカではポスト・

モダンはもう終つたというのでした。私自

身も最近の建築雑誌を見る度になんとなく

そんな予感がしないのでもなかつたのです

が、それでは次の方向はどうなのかと思い

あぐんでいる時、このサレジオ学園の建築

を見て、はつと思い当つたような気がしま

した。これは、ポスト・モダンの建築のよう

にわざわざ正面を飾つたり、不思議な飾り

度である。賞金は、建築、関連美術それぞ

れ 1点300万円で、銀製文鎮の副賞を付ける

のを原貝Jと している。また別に特別賞があ

り、第 l回の大工用鋸と飽の道具鍛冶 3名の

ように、建築や美術を底辺で支えてきた人

びとの表彰も続けてきた。きびしい審査で、

時に該当作なしの年が続くこともあつたの

で、第12回から佳作賞の制度を新設した。

現在の選考委員は、声原義信、海老原―

郎・園鍔勝三・加倉井和夫・高山辰雄・脇

田和、それに村松の 7名であるが、第14回

の選考中に大江 宏先生が亡くなられたの

はまことに残念である。東山魁夷先生もつ

をつけたり、斜交面をとつたりするもので

はなく、あくまで近代建築の正統派として

建築家、彫亥J家、家具設計家、ガラスエ芸

家、テキスタイルデザイナー等が協力して

構成した素 l青 しい空間なのです。これこそ、

わか建築美術工芸lil会のほこりとすべき建

築であると信する次第なのです。これから

も、このような本格的な建築が誕生するこ

とを心より望むものであります。

い最近まで熱心に選考に当られた。また最

初から熱心に関与された故村野藤吾先生の、

吉田先生に対する友情の篤さには胸をうた

れるものがあつた。

評価の原則は別に明文化されていない。

ただ私は生前の吉田五十八先生が生粋の江

戸つ子気質で、小さなものにこめられた精

緻さを特に愛されていたことを直接うかI」
N

つている。それで、まさに
｀
珠玉の作品

″

こそがふさわしい、と勝手に思い込んでい

るのである。
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一本の糸で結ばれた(出会い)輻躙躙輻阪 田 誠 造

人との (出会い)、 敷地との (出会い)が、

作者につくる意欲を激しく燃えさせる

原動力となることを、私は東京サレジ

オ学園の仕事を通じて痛感させられました。

会ったあと、自己の心身に爽やかな印象

を残す関係、惚ればれする心酔を覚え、さ

らに、時間が経てば経つほど、深さや広さ

を感じ、内面に刺激を受ける関係での、対

人、対場所との出会いは、つくるエネルギ

ーの源泉となり得ます。対人では、強い信

頼感が芽生え、意識を共有しあえる関係と

なり、対場所では、価値の認識が定まり、

場所の魅力の源泉と建築をどう結ぶかのイ

メージが、楽に湧いてくるように思えます。

東京サレジオ学園では、村上園長の言葉で

すが、一本の糸で結ばれた人々との (出会

い)があり、多くの共同作業は頻繁な打ち

合わせを持ちなからも、心の通じ合う気持

ちのよい結果に到達でき、夢のような敷地

に併せて、この仕事は実に幸運に支えられ

ていたと思います。

施主に当る人々は、建築家にとり理想の

クライアントでした。建築をつくる高 ll理

想と強い情熱に燃え、つくる過程の総てに

わたり丁寧に辛抱強く、設計者に付き合つ

ていだだき、しかも私たちの提案は、常に

何ら修正なく受容れて下さいました。

東京サレジオ学園は、戦災孤児養護のた

め設立され、恵まれぬ少年たちの親代わり

の養育活動を、40年以上も続けている社会

福祉法人です。母体は、孤児養育に一生を

捧げたイタリア19世紀の聖人、 ドンボスコ
を倉J始者に仰ぐ、国際的宗教団体です。

住む家、生活環境、集団生活の諸問題、

少年の成長と保護養育のあり方、 ドンボス
コの教え、カトリックの世界、聖書、神、

人間、自然……と、設計者として検討すべ

き課題は次々に拡がり、至J底この建築をつ

くる時間の中では、表層をなめるのもやっ

ととしヽう状態でしたが、多くは今後の課題

として、私たちの内に生き続けていくもの

と考えています。こうした問題の存在を矢□

り得たのも、尊い活動に生きる、神父たち

との (出会い)に よるものでした。

学園の関□さんとは旧知の関係ながら、

建築をつくる仕事を通じて (出会い)を確

認させられました。つくる作業に憑かれた

ように、現場が始まって以来、私たちのス

タッフと、行動と時間をいつも共にして、

帰宅は連日深夜に及ぶこの数年間でした。

横尾龍彦さん、林良子さん、イワタルリさ

ん、オルガンの辻宏さん、鐘のペタメル社、

大理石制作の中田さんをこの仕事に結びつ

けたのは、関口さんと藤本君の執念とカン

の連携ブレイの成果です。一部に関□さん

手作りのステンドグラスも設置しました。

方園館の坂本和正さんとは、20年以上も

音に坂倉準三先生のもとで仕事をした仲間

で、奥さんとも親しく交際をした関係です

が、交流の中断期間があり、数年間、象設

計集団を事務所に招いてスライド会を行つ

た機、彼の最近作を詳しく知ることとなり

ました。全身体的関与の手づくりを感じさ

せる印象が強く残つていて、小聖堂の家具

を彼のものでと考え、協同者に3き入れま

した。第 2期工事の設計からの参画ですが、

神父宿舎と園舎一部の家具もつくうてもら

い、第 3期の記念聖堂、交流ホームでは、

家具のみならす範囲を拡大し、私たちの設

計スタッフと一体化しての協同作業をする

仲間でした。彼とも、方園館のスタッフと

も、新しい (出会い)を感じるところとな

りました。

横尾龍彦、林良子、イワタルリの各氏と

は全く初対面の関係にも拘らず、その作品

が、建築との完璧な調和を示したことには

驚きを感じます。横尾先生には、横浜高島

屋の個展会場で村上園長たちとこ一緒に初

めてお目にかかり、その作品に魅せられま

した。先生の絵は非常に静詰であり、一方、

宇宙、或いは胎内の深い生命の動きを見る

ような、心霊を想わせる絵でした。控え室

には、禅画がいくつもあり、ファンのため

に筆の遊びに描かれたとのことでした。こ

自身はキリスト者であり、しかし禅の心身

の修養にも通じておられるようです。優じ

いお顔を見ているうち、当方の考えをくど

く説明するまでもないと感じました。林さ

ん、イワタさんとの作品との (出会い)に

は不思議の糸の存在を痛感させられます。

吉田五十八賞によって、これらの方々か

等しく顕彰され、選考委員の先生方の正に

紙背に達した審決を感じました。



子幹口関

戦後の貧しい時代を戦災孤児達と共に

耐え忍んで過こして来た旧園舎とその

裏倶Jに広がる草亡々の空地にたたずみ

子供達の為に暖たたかなぬくもりの感じら

れる家を造りたいと念じてから 6年、たお

やかな緑と神の光のように子等の合に降り

そそぐ光と、本々の緑を通つて来る風の満

ちあふれた夢のような少年の村が今、目の

前に息づいている。

昭和50年 3月、中央線武蔵小金丼駅での

出会いから今日まで、坂倉建築研究所の阪

田先生、藤本先生をジョブキャプテンとす

るスタッフの方々と学園建設委員会のメン

バーとの長い道のりが思いおこされます。

親の愛に恵まれなしヽ、心に飢餓感を持つて

傷ついた子供達を暖たかく包める家はとう

あるべきか試行錯誤の日々の中、lFか くそ

して熱い心で我々をリードしていつて下さ

つた藤木先生やスタッフ達のひたむきさに

心を打たれながら、子供達に何より美しい

もの、真なるもの、善なるものを与えたい、

又親の愛に叶わないまでも、出来る限り深

い心を注いで育てて行きたいと願しヽ、その想

しヽを全ての家づくりの礎として考えた。ど

んな小さな部分もなおざりにせず心を尽く

してひとつひとつ積みあげていきなから、

色彩計画、家具、備品を始め、マリア像、

「電鋳 による壁面パ ネルの提案」

○こ・希望のデザインで原型をつくり、

銅電鋳でホ青密に制イ乍します

着色は青銅 ブロンズ 銀い、いし
などで、900mm× 800mmまで制作で

きます.

○金・銀電鋳もOKです

資料 の こ請求 は、担 当内藤  石 渡 まで

株式会社イ澤″ワ7
本社 〒 0東 京都 台束 区北上 野 |-4-7
TttL 03 843-9311 FAX 03-843-1307

聖櫃、祭月夙、聖具等々何10年にわたつて、

数知れぬたくさんの子供達が、生活し、憩

い、目にし、さわるものであるからこそ、

素朴で、しかもまかいものでない本物を与

えたいと祈りに近い想いでやつてきました。

長い年月に耐えられる生命I」 息づいてい

るような家具を入れたいと願つた時に出会

った坂本不□正さんと方園館のメンバー。

素朴でしかも子供達を暖たかく慈愛ある、

れるまなざしで包みこんでくれるような御

像をとさがしまわり西宮のトラビスト修道

院のマリア像に出会いやつとのことでドイ

ツ在住の先がわかつた横尾龍彦さん。

緑と光の内陣に置く聖櫃は、常ならぬ清

らかな光輝くガラスが良いとなり、たくさ

んのガラスエ芸を見て歩き、純粋無垢な人

柄そのままの従来のガラスにない暖たかな

光を放つカラス造形をなさつている岩田ル

リさん。

自然の色にこだわり草本で糸から染め、

つむがれ織りあげて素朴な風あいで高貴な

色の祭服を制作しつづけている林良子さん。

その他、金造、石彫、木工等などこの人

以外考えられないと思うアーチストと出会

うことができました。カトリックの教えに

カトリックの教えに
｀
召し出し

″
という

言葉があります。神の業をたすける為さが

し出され使われるというような意味ですか

この仕事の中で強く感じたことは、私達 ]

人 ]人が見えない力で集められ活かされて

いるとしヽう不思議な想いでした。

こうして出会つた建築家とアーチストが

何回にも及ぶヒアリングを通して心を ]つ

にしてひとつの高みに向かつて進んで行つ

たさまはそれだけでも美しくまた深い愛と

限りない情念をこめて造りあげた作品fJ Nそ

れぞれの場所で、生命をるヽきこまれ、子供

達を包みこんでいるさまは、ここに住む子

ヨ+● (ブロンズ、レンドオ~ク )撮影:'J 敏

供達の心の中に少しづつしみとおり、いつ

の日か暖かな愛が根づくものと思います。

親の愛に恵まれなかつた学園の子供達が

こうしたたくさんの建築家、アーチスト、

施工者、学園の職員達の深い愛を注かれ社

会への自立を目指して行けることを深く感

謝すると共に、子供達が大人になつてその

心を感じ、ほこりとし次の世代へ伝えて行

ってくれたらと願わずにいられません。
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「小・聖堂物語」

―

藤 本 隆 男

40雨余りの 8角形の土間コンクリート

スラブの上に人々が集まった。小聖堂

の広さ、家具 (祭壇、会衆席等)の レイ

アウト、ミサ典ネしの人の動きの検討の為で

ある。鉄筋をまたいでスラブ上に出ると、そ

こは、足場や型枠材に囲まれた見倒れた現

場風景ではあつたが、冬の陽だまりの中に

既に穏やかな聖堂空間を感じさせていた。

人々は、口数少なく、現場の折りたたみパ

イプ椅子を、平行に或いは、斜めに並べては

座り、また並べ変えては、祈る姿勢をとった

りした。これが、施主 。東京サレジオ学園、

家具デザイナー・方園館、建築家・坂倉事

務所の最初の出会いであり、協同作業であ

つた。昭和62年 l月のある朝のことである。

既に建築の設計段階で、スケッチと1/50

の模型 (黒紙を貝占つて光の効果を確認した)

とで内部空間のスケールや質が検討されて

いたのだが、小聖堂内部家具デザインが方

園館に委ねられると、彼らは、スケッチと

共に1/20の椅子の模型、それに1/20の小聖

堂の内部空間の模型を造り上げた。 1/20の

模型世界は、建築家には新鮮な印象を与え

た。原寸まであと 1歩という所まで来てい

た。後にエスカレートして、タタミ 2帖大

のドンボスコ記念聖堂の1/20模型となつた。

これはスタデイ模型とは言え方園館総動員

で何日もかかり、徹夜明けの日曜の朝のミ

サで、学園の子供達に披露した後、そのま

まJAの模型展会場へ運ばれ、更に岐阜の
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辻オルガンエ房へも旅した勇者である。家

具検討用にお願いした1/20の模型は、はか

らずも建築内部空間の確認と新発見、更に

は現場での決定に計り知れない効果をもた

らしたと思う。その点、方園館の方々に感

謝するところ大なるものがある。

ところで、方園館と坂倉事務所はそれま

で教会建築の経験がなかった。後に正式な

キリスト教典ネし学の講義を受ける機会が来

るが、小聖堂の段階では、まだ手さぐり、

模索の域を出ていなかつた様に思う。まだ

まだ学習と体験と思い入れ、或いは祈りが

足りなかった。観想空間としての小聖堂の

会衆席は、聖堂の広さにもよるが、脆き台

付の長椅子=バンコでなく、 1人 l人の祈

り、新しい祈りのスタイルを想定して個別

の椅子としたのだIJ、 そこでの会衆の祈り

の立ち居振る舞、聖歌集や聖務日課の扱い

等、こくあたりまえの事が実感として解ら

なかったのである。学園の関口さんに案内

され、その冬のある早朝 5時半、つつじケ

丘の汚れなきマリア修道院本部小聖堂のシ

スター方のミサにおそるおそる与かること

になった。関口さんは、この学園建設のあ

らゆる場面で、熱心で適切な私達の導き手

であり、私達の創作の良き共同者であつた。

いくつもの教会で共に祈り、現場を歩き回

り、食事やお酒をいしっょにし、建築につ

いて飽くことなく語り合つたものである。

敬虔なキリスト者である関口さんに心配し

なくてよいといわれてはいたが、祈りの言

葉も知らない私達は、小聖堂に流れるロザ

リオの声の輪に入った瞬間、異次元の空間

に急速に下降していつた。そして聖歌や祈

りの言葉に晒される新しい体験の喜びに浸

つていつた。バラバラに離れて空いた席に

着いた方園館の l人 l人かそこで何を見、

何を体験したかはわからないが、その後の

郊外レストランでの朝食は睡眠不足のせい

か、カルチャーショックのせいか、皆必ず

しも元気で食欲旺盛とは言えなかった。も

しかすると、方園館のスタツフの頭の中で

は、既に椅子のイメージとの格闘が始まっ

ていたのかも矢□れない。

しばらく後に方園館から出て来た椅子の

デザインは、脇に本箱を付けた 8角形の構

築的なもので、触覚的で親しみ易く、厳粛さ

と風格とを感じさせる見事なものであつたc

竣工後のミサでその椅子に座つて祈りなか

ら、1/50や 1/2Dの小聖堂、小春日和のパイ

プ椅子の小聖堂、早朝のシスター方の小聖

堂が去来した。ミサ後、学園の鈴木正夫神

父が、「椅子にはカテドラルという意味があ

ります。この椅子を見てそれを思い起こじ

ました。Jと言われたとき、私は、その予期

せぬイメージの逆バースペクティフな構図

に強く打たれた。方園館に対する施主と建

築家の信頼はここに定ま _‐ 、 ドンポスコ記
念聖堂の大仕事の出発点となったのである。



坂 本 和 正

東京サレジオ学園の家具デザインをし

ないかと、坂倉建築研究所の阪田氏の

意向を受けた担当の藤木さんから電話

連絡を貰つたのは、小聖堂工事直前の頃だ

つた。

村上園長にお目にかかり、学園が何をし

ようとしているかを伺つた。

「やりましようか」といとも簡単に引き受

けてしまつたものの「さてどうしたら良い

だろうかJと いうのが当初の率直な気持だ

った。

八角形を基本にした小聖堂の図面から建

築家がやろうとしていることはかなり明解

に読み取れるが、私には教会についての知

識がほとんど無い。典型として瞼に浮かぶ

Jシ ックの造形はたしかにすばらしいのだ

が、それにとらわれてデザイン制作にかか

ると、つまるところ堂々めぐりになりそう

でうまくない。新しくデザインされる教会

のモダンな造形と宗教的内容との結びつき

も私にはいまひとつはつきりしない。

あれこれ思いをめぐらしているうちに、

結局実際に教会堂の中で何が行われるかを

識ることから始めなければということにな

った。人びとがそこに集まる理由、その使

われ方についてなどである。

学園建設委員会のマネージヤーである関

口さんは女子美大出身で、学園の実務、教

会の内容のこと以外の建築、デザインにつ

いても大変詳しい。坂倉の建築スタツフと

の合同見学会や調査、典礼学の勉強会にこ

とことく行動を共にし、デザインの進行中

もおかしな注文をつけない代わりに決して

後退をゆるさなかつた。私と方園館のスタ

ッフたちも彼女の積極的な展開の仕方に引

っぱられて行くうちにやがてとつかかりが

掴めたようだ。

私のカトリック教会への空間認識は観念

的な、そして表象的な形式のイメージから

次第に、この世に生きている人びとかいの

あり方を大切にして一同に集う場なのでは

ないだろうか、というように変わつていつ

た。わずかおぼろげだが見えたような気が

した。

人の心が問題の主要をなす空間はそれな

りの豊かなものでなければならないと思つ

た。

その豊かさには人の

なせる業、人が作るこ

との意思が表現されて

いなければならないと

も考えた。

祭壇や家具の形を模

索している頃は沢山の

エスキース模型を作つ

たり、それを使つて建

築グループとデイスカ

ッションを重ねた。関

連のアーチストにも機  聖堂内陣部

会あれば見せて対話の材料とした。一方、

ヴィクトール・リュシアン・タピエの
｀
バロツク

芸術
″
という本の中でバロツクという言葉

の定義を風変 りな形姿、自由闊達な精神、

と言い表わしているのを見つけたざこれは

バーナード・ルドルフスキーの形に対する

見方と、切り口こそちがえ、共通の響きが

ある。かねがね私が思つていた事、プリミ

ティブな造形の力、常識から転げたおかし

さの天真爛浸さ、繰り返す連続的形と人の

永遠への願望との合致といつたエレメント

をこの教会の家具やインテリアに投入する

ことに制作の舵を向けた。

ドンボスコ聖堂の石の祭壇、洗ネし盤、ブ

ロンズによる家具群・□―ソク台の脚、瓦

の内壁等は、こく単純な幾何学的形を繰り

返すことによつて複雑な形と光りが織りな

す合奏を演するように構成している。バン

コ (会衆席)の本の背板は波のざわめ―
~が

聞こえるかのようにデザインした。このよ

うな組み合わせはただきれいに配列されて

いるのではなく、何とかしてそれらか横尾

さんの彫像の次元にも負けない造形的な言

葉を発信したいと苦慮した。

イワタさんのガラスブロツクの聖櫃、林

さんの祭服のデザインともども建築空間に

職員宿舎食堂 ハイパ ソクテェアー

共鳴する言葉を贈りたかつた。

複雑な形 (それほどでもないのだが)を

実現するためには、それなりのことを製作

側にたのまなければならない。しかし、今

の日本の生産のやり方は、手間のかからな

い能率的な方法が歓迎される。だからとい

つて昔ながらの手仕事で全てやるのが本質

だなどとも言つていられない。実現に向け

て、ある場合にはめんどうだと突き返され

そうになつてもそれを押し切るだけの強弓

さも必要であり、またある場合は機械で何

が可能かを見きわめつつ、それを逆手に取

ったディテールで解決して行かなければな

らない時もある。

今回の家具、インテリアの仕事では、木、

石、金属、ガラス等様々なマテリアルに関

る職人や技術者の人たちIJNそれぞれの力を

発揮してくれた。

彼等は内心時流に合わないと思つていた

かもしれない。しかし、先にも述べた通り

人か造つたという意思か形の奥に反映され

るには、ここ一番のねばりも必要なのである。

結果として東京サレジオ学園の仕事に努

力をかたむけた人びとの総体が良い成果を

生んだのだということを誇 _‐ にし、心にと

どめてゆきたい。
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1986年の春、突然未知の関口幹子さん

という東京サレジオ学園の方から一通

の手紙をいただいた。
｀
今回当学園では

新しい聖堂を造るために設計担当者と共に

方ぼうの教会を見て廻つたが、貴方の作品、

特に西宮のトラピスト修道院にあるロマネ

スク風聖母子象に感動したので、作者を探

していたが、偶然矢□人のシスターが西独の

住所を矢□っていて手紙を差し上げる事がで

きた。ついてはあの様なロマネスク風のマ

リア像を我々の新聖堂の為に造っていただ

きたい
″
との丁寧な依頼状であつた。

私は画家として独立する前に、ミション

スクールの教師を勤めながら、十数年間教

会聖像彫亥Jと取り組んできた。しかし当時

は一般的にカトリック教会では、フランス

やイタリヤから送られてきた石膏でつくら

れたマリア像や、素焼きに着色した博多人

形風サンスルビス美術「19世紀から現代ま

でパリのサンスルピス教会の周辺で売られ

ていた通俗的な聖像様式Jが中心で、ロマ

ネスクとアルカイックな仏像を折衷した様

な私の聖像彫刻は、一部の人を除いて認め

られなかつた。その様な状況もあつて、か

なり長い間聖堂制作から遠のいていたので

この注文に逮巡するものがあつた。反面か

つての作品に対する評価が、やつといただ

けたという喜びが湧いてきて再び聖像のた

めにノミをふるいたい衝動が起ってきた。

その長い間私は彫刻を完全に止めていたわ

けではなく、大作では友人の和尚の為甲府

観音を彫り、自からの為に小像をばつぼつ

彫る程度で、やはり制作の主力は平面絵画

に集中された10年余であつた。というのは

彫刻作品は作つてしまえば、制作期間の長

さもさることながら、その重量と制作経費

は旅行勝ちな私にとって重荷であつたこと

も制作を積極的に進めていけない理由であ

つた。やはり本彫を始めてみると仲々乗つ

てこない、彫るリズムに乗るために約一 IJ

月、粘土原形制作、本取りと、繰り返しな

から集中していくうちにやつと聖像が中か

ら現れてくるのがみえはじめた。映像は外

に求めている間は満足のいく形像にならず、

内に深く潜心した時に自然に湧出してくる

こともわかってきた。芸術表現においては

何よりも先す自らの制作衝動が重要になる。

しかし今回は建築との調和と協力のなかで

の制作でなければならず、位置もポーズも

学園倶J及び設計者からの条件付けがなされ

ていた。そのなかで聖堂の完成図を頭に描

きながら最高の姿を念じ続けた。現代芸術

が陥りIJちな独善的な表現手段を101/力さけ、

心を通わせるものでなければならない。こ

こでは、ます恵まれない子供たちの施設で

あり、その子供たちの為に豊潤な芸術美の

力によつて毎日の生活の中で無意識裡に聖

なる愛が浸透するような聖像をつくらねば

ならないと念じた。分かりやすく、しかも

香気に充ちていなければならない。そうい

つた私の念願がつのればつのるほど、制作

は困難を極めた。それは我意との戦いであ

り、自己に死に切る為の十字架の道行とも

なった。今回の注文主及び設計者は、芸術

に対する造脂の深い理解ある態度を常に貫

かれたと思う。なによりも彫亥J家 に対する

信頼と、祈りつつ待つといつた寛容な姿勢

に、作者も極力応えていかねばと祈りに近

い制作態度に終始出来た。今その制作の日

を振り返ると、個を越えた力、目に見えな

い意志、集合無意識に動かされてlElい てき

たとしか思われない。そこでは、内的にも

外的にも完成にむかつての不思議な協和音

が、いつも鳴り響いていた。それは、個の

アトリエ制作では体験出来ない祝福された

時間であつた。

西欧近代の造型芸術がたどらねばならな

かつた個性と独自性の尊重の余り、分離と

孤立、自己顕示性による疎外の不運は、今、

芸術の社会参力□という課題の中で、新しい

協同体の創造、調和と協力という未来を垣

間見せてくれた。

クラフトマンシップの

金属工芸

ヨト個lIJhIIコ l

菊川工業株式会社

TEL    FAX
□3-634-323103-634-3237
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イ ワ タ ル リ

言::[[i[][][[]i3][][
の関口幹子さんが以前から岩田工芸ガラス

を知っておられたことで連絡をいただいた

のだと思います。ちょうど私が数年前から

鋳込み方法によるガラスの作品に取り組ん

でいたことと、カトリックの教会建築とい

うことで大変関心を持ちました。子供の頃、

14年間カトリック系の学校に通つていまし

たので、教会にはなじみが深く私なりの思

いがあつたからです。信者ではありません

が私にとって教会はいつも心洗われる場で

した。その後現地で藤木さんと関□さんの

お話をうかかい、それまでに完成していた

建築物を見せていただくうちに、私の今ま

での作品の延長線上で自然に制作できると

感じました。是非制作させていただきたい

と思い提案し、何回か話し合いを重ねて制

作させていただくことになりました。建築

物と直接取り合わせた仕事は初めてでした

ので、特に藤木さんには大変こ助言をいた

だき、細かいところまで相談にのつていた

だきました。トップライトはコンクリート

との組み合わせですが、私のそれまでの作

品にはそういった組み合わせのものが数点

あり、すぐイメージすることができました。

製作を致しております。

モニュメント  美術彫亥J
時。l塔     オフジェ
サイン    壁面レ リーフ
フェンス    建築装飾一般
環境施設一般

回黒谷美術株式会社
本社 〒934富 l県新湊市奈呉の江10ア

T E L 0766-34-8¬ l j7・ 築 美術 JII・ 1

技術的には、カラスは形体によって徐冷の

時のひずみのとれ万等がすべて違うので、

実験や試作を重ねながらの制作でした。そ

れと並行してガラスで御聖櫃もできないか

という相談を受けました。御聖櫃は神様の

おられるところで教会の中でも大変重要な

ものなので、そのお話をうかかつた時には

とても緊張感を覚えました。初めはガラス

と金属の組み合わせでということでしたが、

話を積み重ねるうちにすべてガラスでとい

うことになりました。これは私にとっては、

よリイメージに近いことでしたので大変う

れしく思いました。素朴で美しい光りを透

過する存在感のあるものを考えました。自

然な砂肌を持つガラスを積みあげていくこ

とで、人の手による仕事が感じられる立体

を想定しました。それについても藤木さん、

関口さん、坂本さんにたくさんの励ましや

助言をしヽただきました。

今回は、それまでの私の作品から制作意

図を汲みとつていただしヽた上で、いいかた

ちでの話し合いを積み重ねることができま

した。このように自然な制作ができました

のは、藤木さんをはじめ皆様にいつも私の

持つものをひきだすようにしていただいた

からだと思います。

個性豊かで誠実な仕事がそれぞれの立場

でひとつの環境を築き上げていく現場に接

し、私のこれからの制作活動にとって大変

貴重な経験になりました。このような機会

をくださつたすべての方々に心から感謝じ

ております。
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子良林

昨年二月の半ばに突然の電話でドンボ

スコ記念聖堂の祭服の依頼を受けまし

た。その前年の秋、日経新間の文化欄

に載つた「日本の伝統ストラに織るJと い

う祭服の仕事についてのま出稿が機縁だつた

由です。

初めて訪れた東京サレジオ学園は既に第

一期、第二期工事が完了してllて、武蔵野

の面影の色濃く残る広々とした敷地に点在

する解放的な園舎の、やわらかな階調のオ

レンジ色の屋根瓦が印象的でした。自然素

材のシムプルな建物の内には、手の温もり

を大切にする感性が随所に見られました。

それはかつて見たことのない美しい施設の

たたすまいでした。

聖堂は子供の為の聖堂であり、光と風と

緑が取 ll込まれること、そしていくらかイ

タリー的なイメージも加昧されること等の

説明を伺いました。四月に沖縄の先島に行

く予定をお話しすると、祭服のために芭蕉

布を見て来て欲しいと云われたのも驚きで

した。

子供の侍者服は初めての仕事でしたが、

此の旅先でのヒントもありました。芭蕉布

は、九月の献堂式迄には間に合う量もなく、

また後々の手入れの方法からも、管理の面

で祭月限には向かないことを知りました。

話し合いの進む中に、聖堂のモノトーン

に近い空間の中に、祭壇の両脇に年間を通

じて眺められる緑と、椅子の脚部の鋳物に

る、かせる緑青のやわらかいエメラルドグリ

ーンがアクセントカラーとして浮かんで来

ました。学園の聖堂として、祭服は常時可

成りの数で使われることになります。祭服

は典礼に仕えるもので主役にならない様に

という立場もあります。明るく、温かく、

自然に、シムプルにまとめようと思いまし

た。主祭月侵と中心のストラは、年間の主日

を通して用いる事の出来る黄金色に通じる

黄色とし、そこに光と緑のイメージを添え

ることが出来ればと思いました。

主祭服 l、 脇祭服 2、 アルバ型祭服 10、

侍者服 (子供用)16、 主ストラ 3、 ストラ

20、 祭壇布 1、 の制作に許された期間は約

四ケ月、時には糸から作り、天然染料で染

め、手で織上げるといつた日頃の制作過程

ではとても間に合わない仕事でした。アル

ドンボスコ記念堂献堂式(9881126)

バと侍者服の為には幸いイタリー製の麻地

との出合いもありました。脇祭服には韓国

の安東布を用いました。たまたま来日して

いたデンマークの知人の助力で、二十本の

ストラのためにフィンランドの織糸も敏速

に入手出来ました。祭壇布には、ぜんまい

綿を入れて紡いだ絹糸を持合わせて居まし

た。素材については幸運でした。祭壇布に

ついて云えば、祭壇の制作者、坂本さんの

llll希 望で、三角形の単位の発展としヽうこと

で、もじり織を専門とする畑中さんに織を

お願いしました。その他、日頃自宅で主宰

している「羊鈴舎Jの手仕事仲間の協力を

得て始めて可能な短期間の仕事でした。

廿数年前、スイスの仕事場に居た時、各

地で新らしい教会を見ました。当時総人口

三百万のスイスの教会は、それ以前に居た

ドイツの教会に較べて規模もずつと小さく

親しみ深く思いました。私の師であつたフ

ランシスコ会の S「 フリューラーのお話に

よると、「1920～ 3□年代、スイスでは若い建築、

彫刻、ステンドグラス、モザイコ等の専門家

達が集まって、教会を作る動きが起り、そ

の時祭服を誰にやらせるかということで、

当時スタンスという寒村の囲いのある修道

院の学校で裁縫を教えながら、時々ユニー

クな発表をしていたそのシスターのところ

に話が来たJと いう事でした。その様な形で

スイスの教会が建てられて行つたという話

を興味深く聞きました。

帰国して祭服の仕事を始めた頃、教会建

築と関連して仕事をしたいと思つて居た事

を、最近る、と想い出しました。実際にはそ

の様な事は皆無だつた為、当初の想いもす

つかり忘れ去っていたのですが、はからす

もll度の仕事は、私にとってもかつての夢

の実現でありました。

ドンボスコ記念堂献堂式(988

狩衣風祭 Rl・ (車岸国安東布 )
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日本建築美術工芸協会の

成り立ち       伏名敬称略)

■契機 :昭和43年 (1968)6月 6～ 12日の 7日

間、有志によって 〈建築+美術)作品写

真展 東京都中央区晴海の (財)日本建築
センター展示館―を行つたところ、建築

家と美術家の交流を続けては、といつた

希望があって佐藤武夫 (早稲田大学教授、

佐藤武夫設計事務所所長)その他が肝い

り役になって任意団体を設立することに

なりました。

■建築美術工学協会の設立 :昭和44年 (1969

2月 18日 に設立総会を行い、理事長に矢

橋六郎 (東京芸大講師、矢橋大理石株式

会ネ1ネ土長)季干Jtta a la創 干J=3か ]969

年 B月 1日 に発行され、その後ll号まで

刊行されております。

■昭和46年 (1971)よ り「文化のための l

%シ ステム法制定Jについての調査研究

と制定運動を始め、国・地方自治体その

他の理解と賛成を得ることに努力しまし

た。しかし、法市J定までには至りませんで

した。

■a、 a、 |、 a展覧会、a、 8、 |、 3見学会、a、

a、 |、 aコ ーヒータイム、 a、 a、 |、 a講演

然をソフトに護る  亜コ

柔構造解 ニシ づくり

は髄ホナードソフラナード弾性舗装用フロツク
リ7"DNブロツク

最適柔軟度の弾性舗装材

ソ
"ジ ョイナTAF口J

会及び a、 8、 1、 a環境芸術作品写真展など

開催してきました。

■建築美術工業協会 (任意団体)歴代理事長

昭和44年 2月～48年 6月 矢 橋 六 郎
昭和48年 6月～54年 7月 岩丼清太郎
昭和54年 7月～57年 6月 犬 飼 幸 男
昭和57年 6月～63年 4月 遠 山 景 行
また、会長制を昭和54年 7月より施行

昭和54年 7月～59年 9月 佐 藤 次 夫
昭和59年 9月～63年 4月  声 原 義 信

(副会長 内丼昭蔵 )
なお、昭和59年 9月よ l_~名誉会長 (佐

藤次夫)を設ける。

■社団法人 日本建築美術工芸協会の設立
昭和63年 4月 21日 に行い、従来の建築

美術工業協会を改組して設立いたしまし

た。そして昭不□63年 ]1月 23日 に文化庁所管

の社団法人としての設立許可を得ました。

日本建築美術工芸協会

平成元年度役員

>監

薬 袋 公 明

向 井 良 吉

柳 ,睾 孝 彦

矢 1喬 信 雄
佐 々 本 群

西 山 泰 三

インフォメーションーー

1989京都シンポジウム

日時 :平成元年ll月 25日 (土 )午 後 ]時半
より午後 5時

場所 :京都市国際交流会館イベントホール

(〒 606京都市左京区粟田口鳥居町

21容 0757523010)
交通機関 :市バス 5、 特 5、 27、 46系

統「京都会館美術館前」

東 600米、市バス東 6、 東 9

系統、京阪京津線、京阪バ

ス「『就上J北 300米

内容とスケジュール

総合司会 木下 猛∪1島文化事業団)
開催に当たつて挨拶

(社 )日本建築美術工芸協会副会長

岡部 正
l 記念講演  午後 2時～午後 3時
「これからの我か国の文化政策の推進J

文化庁長官 植木 浩
2 シンポジウム
「都市文化と建築美術についてJ

午後 3時～午後 5時

司 会  内丼昭蔵

パネラー予定 (五十音順 )

朝倉 摂 芦原義信
梅原 猛

入場無料、但し先着 30D名 まで。

団
人
社
法

>会  長
>目」会 長

>副 会 長

>専務理事

>理  事

芦 原 義 信

嘉 門 安 雄

岡 部  正
,可 野 通 祐
朝 倉  摂
飯 野 毅 ―

池 田 武 邦

岩 尾  弘
内 井 昭 蔵

宇津野 和俊
近 江  栄
絹 谷 幸 二

人 同  元
遠 山 景 行

中 島 昌 信

芦 原 義 信
Yosh nobu Ash wara

建築家、日本芸術院会員

芦原建築設計研究所

東京都渋谷区桜fE助 3115

TEL 口34637461

関 口 幹 子
Motoko Sek guch

社会福祉法人 東京サレジオ

学園法人本部

東京都小平市上水南町4フ 1

TEL 0425-210412

横 尾 龍 彦

画家 聖像彫亥J寡

村松 貞次郎

法政大学教授、東京大学名誉教授

藤 木 隆 男
Takao Fu k

建築家

欄坂倉建築研究所

東京都港区赤坂9512

TEL 03 403 3551

イワタル リ

ガラス造形家

欄銀鮭  東京都新宿区弁天町 9
新陽ビ,レ  TEL 口3-52733270
岩田正芸硝子l■l  東京都葛飾区
堀切 4 65 4 TEL 03 604 3121

阪 田 誠 造
Seizo Sakata

建築家

蠅坂倉建築研究所

東京都港区赤坂9512

TEL 03 403 3551

坂 本 和 正
Kazumasa Sakamoto

デザイナー

方園館

東京都世田谷区松原31811

TEL 03 322 1217

林  良 子

染織家

東京都世田谷区代田22711

TEL 03-4145074

(執筆掲載順 敬称略)

東洋 ゴム エ 業 株 式 会 社
化工品事業本部・環境システム営業本部

事

ア（　
　
・ヽ
　
ヽ
、

稗
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主催 社団法人 日本
建築美術工芸協

会

文化庁/京都府

/京都市/NH
K京都放送局/
朝日新聞社/日

本建築学会/新

日本建築家協会

/日本美術家連

盟

後援

建只日本建築美術工芸協会の

事務所移転

来る11月 12日個)よ り、次の場所へ移転しま

す。よろしくお引き立て下さるようお願い

申し上げます。電話番号はまだ決まってい

ません。

3103東京都港区芝 5丁 目26番 20号

建築会館  6階

21世紀に贈るメッセージ

群隷員 猪貪ヨ弦―自Б

我々が生きてきた2□世紀とは、どんな時

代であつたのか 。文明の進歩と引き換え
に起こった自然破壊など、通って来た道は

イバラの道ではあつたけれど、文化一般に

ついていえば、20世紀にはさまざまな基礎

づくりがなされたといえよう。そして、そ

れらが今、21世紀に向かつて、花開かんと

している。

その一つにバレエがある。―昔前までは、

日本はどちらかといえば遅れてしヽる国だつ

たのに。今では森下洋子さんをはじめ、大

勢のプリマたちが世界の檜舞台で大活躍じ

ている。まさに、20世紀を象徴するできこ

とではないだろうか。

自分が生きた時代に起きた事柄を、写実

と抽象を織り交ぜ、陶板で表現してみたい

と思った。円は太陽、直線は道路や交通、

三角はポストモダン。若人がいる、動物か

いる、鳥かいる 。高温で焼かれた陶板は、
何百年の歳月を経てもなお、色鮮やかにそ

して雄弁に、21世紀人からのメッセージを

後世に伝えてくれることであろう。

未だ解決をみな ll、 さまざまな問題をか

かえてしヽるものの、我々は、概ね幸福な2□

世紀の終末を迎えようとしているのではな

いだろうか。思いを残すということは、未

矢□数がたくさん残つているということであ

る。未知数を持つているということは、人

間にとって幸福の絶頂なのである。

■写真の説明

表紙  小聖堂 :祭壇 十字架はステンド
グラス製 窓からの光と陽光が池
水に反射した光とがステンドグラ

スを経てゆらゆらと投影される。

光と波のページェントを見せる。

(撮影 新建築社 小川泰祐)
表 2  ドンボスコ記念聖堂 :十字架 祭

壇 聖櫃 洗ネし盤 聖水盤 バン
コを見る。

(撮影 新建築社 松岡満男)
表 4下  児童園舎からの風景 :左よリドン

ボスコ記念聖堂 地域交流ホーム

(ナザレの舎)。

(撮影 新建築社 松岡満男)
■編集後記

倉J刊号は、サレジオ学園の建築とその関連

美術にスポットをあてました。宗教家の施

主と、依頼をうけた建築家を始め多くの芸

術家や職人たちの連帯によって、精神性の

高い空間を、武蔵野のおもかげを色濃くの

こしている環境のなかに倉Jり上げています。

阪田さんの御案内で、現地を訪ずれた我々

編集に携さわる広報委員も大変感激いたし

ました。見学のあと休憩におとすれた寮で、

冷たい麦茶を頂きなから、寮の少年が歓迎

に弾いてくれたピアノの素朴な音色が、と

でも印象的でした。(広報委員会 土屋 厳)

2世 紀に贈るメンセ~シ (香川県民ホール陶壁画 6′ 463× 28.632mm)大 塚オーミ陶業ニュースより

■表紙広告の説明

大塚オーミ陶業は、
｀
芸術文化の倉J造・環境文化の倉J

造。生活文化の倉」造
″
をモットーに、

セラミックの創造性を一段と進歩・

充実させてゆきます。

事業内容 :美術陶板・写真陶板・建

築陶板・サイン陶板・テラコッタ

大塚オーミ陶業株式会社

〒lDl東京都千代田区神田司町29

T匿 L□32941388

Aに は以下の意味が込められている。

A        初め

AMElllTY    心地よさ
ARCHITEIC丁   建築家
ARTIS丁     芸術家
AR丁 ISAN 職人

ASSE丁      遺産
A―
~SOCIAttE  

仲間

マークは、このAを “人が草の上に座り

込んで、鳥の声に耳を傾けている形"に表

したものである。心地よい空間、心地よい

環境を倉Jる という意味を強調している。

建築や美術や工芸の具体的な形とはかけ

離れているが、心地よさを考えた場合、小

春日不口の日溜りの中で、あるいは、初夏の

薫風の中で、日差しの暖かさ、風の爽やか

さを肌で感じ、水面に躍る光のき l― めき、

緑の鮮やかさをロリじめ、鳥の声、樹々のざわ

めきに耳を澄ませ、枯草の匂い、野の花の

香りをたのしむこと以上の “心地よさ"が

この世にいったい存在するであろうか。

(日本電子専門学校コンピュータ・グラフ

ィックス科空間デザインコース講師・坂上

みつ子 )

発行 :1只 日本建築美術工芸協会

Phone 03-270-0649

Fax   03-270-2633

〒100 東京都千代田区大手町262
日本ビル5262号

振替 :東京 13650B5

編集 :(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

宇津野和俊(委員長)、 大多了介、小玉 功

坂上みつ子、高部多恵子、玉見 満

土屋 厳、山本 晃



ハイテクからポストモダンまで
いかなる設計コンセプトにも

応える高級瓦の主流品。

デラコッタローマン

SS5囲 議轟珀癖恣
オールフラットタイブとハーフフラットタイプの2種類があり、

応用範囲をより広げます テラコッタローマンはまで表面色の

無釉瓦.色 は自然環境にもマッチするア=スカラーでラインナッ′

丸栄陶業株式会社
〒447愛知県碧南市白沢町138

TEL(0566)48‐ 1511(イ t)FAX(0566)48-1694


